
別紙１

令和7年12月19日

協議会名： 北海道オホーツク地域等公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

A
老朽化更新やノンステッ
プバス転換の促進に寄
与することができた。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

計画通り適切に実施された

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

地域利用者のニーズを反映し
たルートに変更する等利便性
向上に努め、また、運行回数の
見直し等により、運行の効率化
を図る。

北海道北見バス株式会社
勝山線など全9系統
【車両減価償却費等国庫補助】

A
ホームページの路線・時刻検索
などの周知方法を見直し利用
者の利便性向上を図った。

ホームページの時刻表を見直
し利用者の利便性向上を図っ
た。また、自社デマンドバスと連
携した周遊チケットを期間限定
で販売し、利用促進とともに利
便性向上を図った。

A

名士バス株式会社 興部線

網走バス株式会社 女満別空港線

北紋バス株式会社 雄武線など全４系統

新型コロナ対策として車内清
掃、消毒作業、感染防止対策と
して乗客にマナーエチケットに
よるマスクの着用を促し、着用
していないお客様に対しマスク
を提供している

A

A

沿線自治体と連携し
ニーズに合った運行体系の
構築に取り組んだ。
また、一部路線においてはバス
ロケシステムを導入し、利用者
の利便性向上とともに効率化
の分析材料とした。

関係自治体と連携を密にし、
PRを強化するとともに、観光客
利用等の促進を図る。

計画通り適切に実施された

観光利用の拡大や、外国人
実習生の利用などにより、
広域交通の利用者数は目
標値「1,259,000人以上」に
対して「1,259,171人」であっ

た。

A

観光利用の拡大や、外国人
実習生の利用などにより、
広域交通の平均収支率は
目標値「37.80％以上」に対
し「38.97％」であった。

A

地域住民の足の確保の為
対象系統を維持することが

できた

沿線自治体と連携を密にし、必
要にあわせて、利用者ニーズ
に合わせた運行形態、維持可
能な運行形態など、様々な面
からの事業の見直し、効率化を
図る。物価高等の影響を受けた欠

損額の増大などにより、公
的資金投入額は広域交通
への公的資金投入額は目
標値「618,592千円/年度以
下」に対し「651,871千円/年

度」であった。

C
沿線市町村の利用者のニーズ
を反映させつつも、持続可能な
生活交通とするため、必要に応
じてルートや運行回数等を見直
し、地域住民の足を維持・確保
する。

計画通り適切に実施された



事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について
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評価対象事業名： 地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

オホーツク管内は１８市町村（３市１４町１村）から構成され、総面積10,691k㎡と全道面積の12.8%を占め、岐阜県に匹
敵する広さを有し、南北に長い地形となっている。人口は令和２年国勢調査で273,362人で、前回調査（平成27年）と比
べ、6.9%、20,180人の減少となっており、昭和35年をピークに減少を続け、過疎化が進行している。当管内は広大で南
北に長く、各市町村の面積も広いこと、また、高齢化が顕著であり、移動手段を公共交通機関に大きく依存しているこ
と、さらには、公共施設や教育施設、医療関係施設、大規模商業施設などが中心都市に集中しており、北見市、網走
市、紋別市及び遠軽町を中心として日常生活圏が形成されていることから、周辺地域の住民にとって必要不可欠なバ
ス路線として、これらの中心都市と周辺地域とを結ぶ広域的・幹線的なバス路線である地域間幹線系統を維持するこ
とが必要である。
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